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むらがでやすいので，茎数増加や凍上害防止のため，

年内及び春季に踏圧するとよい。湿害防止には，ほ場

の周囲又は5～107花周隔に排水溝を設ける。

以上の点に留意すれば，10乱当たりオオムギ80口吻

の収丑は可能で，ちなみに50年度の経済試算をしてみ

－51－

ると，大型体系での粗収益72，980日（多妻励金含む），

生産錆50，557円，所得42，占05円であった。全血全層栽

培は・オオムギ，コムギとも可能であり．水田裏作に

も適用できるので，麦作振興が叫ばれている今日．麦

の増収法として，極めて有効な技術と考える。

土壌水分とダイ

原　田　昌　彦＊・

1　ま　え　が　き

水田転換畑は普通畑と異なり，水路がついている点

に特異性があり．土壌水分を人為的に管理するには好

都合な条件にある。

転換畑における畑作物の，より積極的な良質安定多

収を得るには土塊水分が問題であり，特に干ばつ時に

おける効果的な傭漑技術を確立する必要がある。

本報告は．以上の観点からダイズに対する一連の試

験から，土壌水分に対するダイズの生育反応について

取りまとめたものである。

第1表　試験設計内容

ズの生育反応

大　沼　　威＊

2　試　験　内　容

1．ダイズに対する好適土塊水分の把握

試f仁万法

網室にビニールで屋根を張り降雨を除き，コンクリ

ート枠（縦横1m，高さ0．5m）を用い，ダイズの全

生育期間をそれぞれ一定の土壌水分状態に保った。そ

の場合の土鳩水分調節法は，マノメーター方式による

大起式自動調節城を使用し，各区ごとテソシオメータ

ーで連日土壌水分を確認した。なお．試験設計は第1

表のとおりである。

区　 番 区　　　　　 名 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

1 p F 1．0 ～ 1．5 施 肥 造 （貿／うガ）； N － 1．0 ， P 2 0 5 － 5．0 ， K 2 0 － 5・0

2 ク 1．5 ～ 2．0 品 種 ，播 種 期 ； コケ シ ジ ロ， d 月 2 5 日

5 ク　2．0 ～ 2．5 栽　 植　 様　 式 ； 4 8 Cの × 1 5 C 究 1 本 立 （15．9 本 ／ 77㌔）

4 l ク 2－5 ～ 2・8 供　 試　 土　 塊 ； 山形 縫 試

5 参考 p F 2．0 前 後 水 田土 壌 （黒 色土 鳩粘 土 型 ）

試験結果

試験結果については，第2表のとおりである。総括

第2表　土蟻水分と生育収競（昭48）

すれば土用水分が多い程茎長は伸びるが，分枝数・羞

英数は逆に減少する。

＼＼項目
区名、＼→

1pF1．0～1．5

2ク1．5～2．0

5ク2．0・～2．5

4　′ク2．5～2．8

5（参）pF2．0

96．9

90．2

877

85．4

8（～．5

’分 枝　 数 稔 実 英 数 収　　 量 同　 左　 比

（本 ） （ケ ） （ 伊／ Jガ ） （渉 ）

5 ．8 8 4 ．8 2 7 8 9 0 ．8

1　　 4 ，0 5 1．0 2 5 8 7 8 ．9

5 ．8 8 8 ．9 2 5 0 8 1．4

5 ．7 5 8 ．4 2 1 5 6 9 4

4 ．5 －　 7 8 ・1 5 0 7 1 1 0 0

1腎凸同（紺
20．9

22．4

18．8

178

1〔19

117

97

92

11911100

＊Masahik。HARAI）A（山形県農業試験場）　＊＊TakeshiONTJMA（山形県操業試験場最上分場）
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さらに100粒重は土壌水分が多い区で大きくなる結

果をしめした。以上の兼．一j封土を総括するとダイズに対す

る好適土壌水分は．pF2．0前後と判断される0

2．土塊水分に対するダイズの生育時期別反応

試験方法

ダイズの生育時期別に土壌水分に対する生育反応を

知るため，前回試験の渠僻を用い雛日射こしめす設計

内容で試験を行った。なお，供試土土射ま山形衰試水川

土壌（黒色土壌粘土塾）と長上分場（黒色土壌火山晴

植弧）の2種緑を供した。

試験結果

結果は第5表のとおりである。

㈹花期を境に考えると，l胤花畑までの生育前半が乾

燥した場合（1区），茎数・分枝数・特に総分枝長が

減少する結果，着英数が少なくなり減収する〇
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第1図　試験設計内容

標準区l

第5表　土蟻水分とダイズの生育時期別反応（晩49）
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注．表中の数字は，標準区（pEl・5）の各形薯を100とし，それぞれ比較した指数をしめす0

闘花期から発き二水中用までの乾燥（2区）は，稔実英

数・1D椚甘垂か低下し減収すろ。この傾向は：ほ班後半

の乾燥で（5区）拡大され，う二J：・悠全期潤の場合（4区）

は著しく川口粧巨が低下し減収度合も最も大きい0

土偶型別にみた場合，闘花期以前の乾燥は最上土用

（黒ボク）で反応が大きく，な粛朗読の乾燥は山形土

律で反応が大きい。

その理山については，且けク土j二二■空は訂漬壷が小さい

ため．乾燥によって肇素の縫姑上が少なく初相生吾が

劣り，イ羞裏目りjl土保水力が大きいだけに反応が小さいも

のと考えら‾圧る。

5．は場での濯水嶋州と効果

武威方法

転換畑において描毎皿」を51jlGH（極早描）．5月

2DH（11！し稲），5／j50日（適期）とし，濾水時期を

①発芽期′－凋花札く‾包囲花期～どん藁靴③どん莱期

～成如畑とし無潅水区と比較した。

なお，潅水は，pF2．5以上に達した時20mmをスプリ

ンクラーによって濾水した。

試験結果

結果は節4表のとおりである。

允芽期～朋花期までの濾水は，各摘慮期とも1回で

あったが，茎長・分枝紋等生吾］が増加し．早播区に

おいてほ適裏戊となりノ甘英数が減少し収比が低下する0

ト朴佗川～どん莱期間の湖水は，特に稔突英数が増加

し，どん英親～成擁期の濯水は稔尖爽数及び100粒塵

の増大が螺著である。

以上の結果は，コンクリート枠試験ならびに奴上分

ヱ韻でのほ場試験結果と同様の傾向をしめすものである0
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第4表　は場における揺水時期と効果（昭．49）

ー55－

‾‾‾＼・＼ ▲

区 √ ‾＼ 一一　 項 目

　　　、－→－～、＿

主茎長 分枝数 稔実英数 収　 施 i
同左比 ！百粒垂 同左比

（C彪） ■（本） （ケ） （吻／ a ） （勿） （ダ） （痴） t

5
1 発 芽　 期′）開 花 期 周 7エロ 7 2 898 25．8 104 18．0 8 1

月 2 闘　花　 期～ どん英期間 77 8 7 5 1．ウ87 55．2 14 7 22．2 100

10

日
5 どん葵期～成 熟 期 間 78．8 7 5 1，260 5 1．9 14 1 25．2 1 14

播 4　　 無　　 濯　　 水 74．5 8．9 1，142 22．d 10 0 22．1 100

5
1 80．5 5．5 825 25．5 9 0 20．5 9d

月 2 85．5 5．8 1，0 11 55．8 15 0 2 1．9 102

20

日

　　 同　　 上

5
85．2 5．0 98 2 55．1 120 25．4 1 19

播
4 80．7 5．5 1　 852 2Z d 100 2 1．4 10 0

5
1 75．9 5．9 982 50．2 105 25．0 9 1

月

50

日

2　 同　 上

5
……吊

1．2 17

1，8 12

55、4

l 55・2

l 12 1

‡ 12 1

25．8

2占．5

25．2

l
10 2

105

100

稀
4

1 70．4 ！ 5．4
755 1 2鼠2 100

5　結

ダイズに対する好適水分は，おおむねpF2，0程度と

判断されたが，これは従来の考えよりpF値で約0．5程

度低い伯である。

更に生育時期別の水分に対する反応をみると，開花

期以前の乾燥は，形質確保上負の働きが蚊も大きく，

開花期以降の乾燥は，稔実英数，特に100粒重に負の

働きが極めて大きい。

しかし，ほ場条件においては，闘花期以前は梅雨期

にあたるため土塊水分的にはほとんど問題とならず，

安定増収を図るためには，開花期以降登熟期間におけ

る水分管理が重要であり，特に山形縫武のように干ば

つを被りやすい所では不可欠の要素である。

転換畑におけるダイズの収量推移と増収宴囚

野菜との輪作を前提として

高橋英J・鈴木光嘉．阿部　仁＊

1　ま　え　が　き

転換棚に選択導入される作物として，まず，収益面

で水桶を上回ることが必要であり，そのためには野菜

類があげられる。この転換畑にダイズの作付拡大を求

めるとすれば野菜類との輪作の中で，多収をl摘掟とし

なければ定眉は容易でない。そこで，多収を維持する

ための肥沃な岨場を堆肥の連年施用によって造成し，

これを基盤とした場合のダイズ収適の逢年変化をたし

かめ，次に，その周の最高収益を再現するための技術

要因を栽憶密度と施肥（駕素）の面から検討したので

報告する。なお，この試娘はパイプライン方式凪場に

閲する総合助成研究として昭和48年から5カ年聞美施

したものの一部である。

2　転換後の収量推移と堆肥連用効果

1．試験力法

（1）試鹸年次：昭和48ヰ～50年

12）供試岨場：ノミイブライン方式l劇場（地下水の最

■高位を－dOC詔に設定）

＊EiichiTAXAHASHI，MitsuyoshiSuzUKI HitoshiABE（秋田県農業試験場）


